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令和5年度いずみ野地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評

̶総括表̶
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の⽅向性
【地域の現状】
・いずみ野地域ケアプラザは、いずみ野駅に隣接しています。駅前は商業施設や飲食店があり大変活気があ
る街となっています。クリニックも駅周辺には多くあり医療面でも恵まれた地域です。一方駅から離れると、買
い物をするお店や病院が少なく、住宅街や農耕地が広がっています。弥生台地区は、戸建てが多く、多世代で
居住している方も多い地域です。いずみ野・弥生台共にエレベーターのない集合住宅があることから、今後は
高齢者の方々の、外出・通院・買い物といった移動に対する支援のニーズが多くなると考えられる地域です。
包括支援センターには認知症に関する相談が多くなっています。
【今後の方向性】
・地域住民の方とともに、地域に必要な移動や外出支援に関する仕組みづくりをさらに進めます。
・地域住民の方とともに、「支え合いの仕組みづくり」を進め、生きがいに繋がるような活動を創生出来るように
します。
・地域の中で認知症に対する理解が進み、認知症になっても安心して暮らせるまちづくりに取り組みます。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

・何らかの理由で外出が出来なくなった高齢者への支援、「お出かけサポーター」の活動が拡がりを見
せています。居場所支援である「お出かけカフェ」も令和４年度は自主的活動へと移行して更なる発展
を目指してきました。今後も活動の担い手となる方が増えて生きがいに繋がる活動となるよう支援しま
す。

・横浜市における「チームオレンジ」事業に参画し、令和４年６月から新たに若年性認知症当事者の方
が集まる居場所「フレンドハーモニーの和」を立ち上げ、順調に活動の幅を拡げてきました。令和６年度
からご家族の方が自主的に運営できるように今年度はその準備に向けて支援していきます。また、小
学生・中学生・高校生・地域の方・企業を対象に認知症サポータ-養成講座等を実施して、認知症の方
への理解が進むよう取り組みます。すでに認知症サポータ-になられている方には「ステップアップ講
座」を開催し、活動の幅が拡がるようにします。

・地域ケア会議を積極的に開催します。地域ケア会議は住み慣れた地域でいつまでも自分らしく暮らせ
る地域包括ケアシステムの体制づくりへの取組の一つで、高齢者個人に対する支援の会議とそれを支
える地域づくりを同時に進めていく方法です。今年度も積極的に開催してその中から出てきた地域課題
に取組みます。

コロナ禍の中、地域の方がＩＣＴを利用してのコミュニケーションが図れるようにするため、今年度も小規
模単位のスマホ講座を実施します。また、日頃からスマホ等の使用方法についてアドバイスできるよう
にします。

□ 区からのコメント



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

1人ひとりに合わせた個別性のあるプランを作成し、
自立した生活を継続していけるように支援していきま
す。
介護保険のみならず、地域のインフォーマルサービ
スの情報提供をし、プランに入れていきます。

【その他料金】

　　　　　　　　　　無し

居宅介護支援事業

ご本人の意向を尊重し、出来る限り住み慣れた地域
で尊厳のある自立した生活が送れるように支援しま
す。

【サービスに係る費用】
　　　　　　　　　　　　直持ち　　　　４、８７０円
　　　　　　　　　　　　外部委託　　　　５８５円
　　　　　　　　　　  　初回加算

【サービスに係る費用】
要介護　1又は２　　　　　　１１、９６５円
要介護　３，４，５　　　　　 １５、５４５円

令和5年度地域いずみ野地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

・お客様の相談内容から判断し、公正中立の立場で
ハートページから情報提供し、お客様に選んでいた
だきます。
・法人規定の様式、居宅介護支援の新規依頼表を使
いお客様が選定した理由を明確にしておきます。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

・法人の規定に則り、個人情報関連書類は鍵のかか
る倉庫・キャビネに保管します。
・個人情報の郵送やFAX送信時は、法人既定の様式
を使ってダブルチェックを行います。
・個人情報保護と事故防止の研修を行い、職員が常
に自覚を持つて業務ができるようにします。

利用
料金

包括3職種
(主任ケアマネジャー、社会福祉士、看護師)
予防プランナー2名　　　　　　　　　　合計　5名

主任介護支援専門員2名
　(常勤専従1名・常勤兼務1名)
介護支援専門員(予防プランナー兼務)　　合計　3名



目標

実施
体制

職員
体制

３　通所系サービス事業

地域密着型通所介護通所介護・第１号通所介護
（介護予防）認知症対応型通所介

護

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用
料金

【その他料金】【その他料金】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【その他料金】

契約
者数
等

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】



収⼊の部 （単位︓円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

20,451,320 20,451,320 20,451,320 横浜市より

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

59,500 59,500 59,500

20,510,820 0 20,510,820 0 20,510,820

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

12,443,820 0 12,443,820 0 12,443,820

8,690,840 8,690,840 8,690,840

839,273 839,273 839,273

1,180,648 1,180,648 1,180,648

53,500 53,500 53,500

311,456 311,456 311,456

0 0 0

1,368,103 1,368,103 1,368,103 賞与等

1,085,000 0 1,085,000 0 1,085,000

25,000 25,000 25,000

143,515 143,515 143,515

30,000 30,000 30,000

90,000 90,000 90,000

297,267 297,267 297,267

0 0 0 0 0

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0 0

その他 0 0 0

30,000 30,000 30,000

0 0 0

25,000 25,000 25,000

3,000 3,000 3,000

35,000 35,000 35,000

72,690 72,690 72,690

440 440 440

6,999 6,999 6,999

326,089 326,089 326,089

1,930,000 0 1,930,000 0 1,930,000

0 0 0

1,930,000 1,930,000 1,930,000

0 0 0

4,578,000 0 4,578,000 0 4,578,000

1,801,000 1,801,000 1,801,000

606,088 606,088 606,088

134,448 134,448 134,448

431,261 0 431,261 0 431,261

空調衛⽣設備保守 286,770 286,770 286,770

消防設備保守 47,273 47,273 47,273

電気設備保守 0 0 0

害⾍駆除清掃保守 36,498 36,498 36,498

駐⾞場設備保全費 0 0 0

その他保全費 60,720 60,720 60,720

0 0

1,605,203 1,605,203 1,605,203

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0

0 0

0 0

0 0

20,510,820 0 20,510,820 0 20,510,820

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

1,930,000 0 1,930,000 0 1,930,000

△ 1,930,000 0 △ 1,930,000 0 △ 1,930,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費

印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

令和5年度　「横浜市いずみ野地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科⽬
指定管理料
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）
雑⼊

共益費

運営協議会経費
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）
その他

管理費

⾃主事業 収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

その他
⽀出合計

⾃主事業費 ⽀出

差引

⾃主事業費 収⼊

⼿数料
地域協⼒費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購⼊費

振込⼿数料

消耗品費

リース料

その他

本俸

通信費

⼿当計
健康診断費

事務費

収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

社会保険料

その他



収⼊の部 （単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

25,397,678 25,397,678 25,397,678 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より
300,000 300,000 300,000 横浜市より

5,868,500 5,868,500 5,868,500 横浜市より
0 0

0 0

2,033,500 2,033,500

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

2,033,500 2,033,500 2,033,500

33,753,678 0 33,753,678 0 33,753,678

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

29,219,678 0 29,219,678 0 29,219,678
16,118,531 16,118,531 16,118,531
3,611,650 3,611,650 3,611,650
3,201,000 3,201,000 3,201,000

62,900 62,900 62,900
578,456 578,456 578,456

0 0 0
5,647,141 5,647,141 5,647,141 賞与等

634,000 0 634,000 0 634,000
25,000 25,000 25,000
110,000 110,000 110,000

5,000 5,000 5,000
100,000 100,000 100,000
202,000 202,000 202,000

0 0 0 0 0
⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0 0

その他 0 0 0
30,000 30,000 30,000

0 0 0
25,000 25,000 25,000
22,000 22,000 22,000
30,000 30,000 30,000
65,000 65,000 65,000

0 0 0
20,000 20,000 20,000

0 0 0
2,558,000 0 2,558,000 0 2,558,000

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

1,120,000 1,120,000 1,120,000
154,000 154,000 154,000
300,000 300,000 300,000
354,000 354,000 354,000

0 0 0
1,216,000 0 1,216,000 0 1,216,000

399,000 399,000 399,000
232,870 232,870 232,870
38,990 38,990 38,990

123,951 0 123,951 0 123,951
空調衛⽣設備保守 76,230 76,230 76,230
消防設備保守 17,353 17,353 17,353
電気設備保守 0 0 0
害⾍駆除清掃保守 12,760 12,760 12,760
駐⾞場設備保全費 0 0 0
その他保全費 17,608 17,608 17,608

0 0 0

421,189 421,189 421,189
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

33,753,678 0 33,753,678 0 33,753,678
0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
1,928,000 0 1,928,000 0 1,928,000

△ 1,928,000 0 △ 1,928,000 0 △ 1,928,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

その他
⽀出合計

差引

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出
⾃主事業 収⽀

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他

管理費
光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

協⼒医
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
その他

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【チームオレンジ】

事業費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料
リース料
⼿数料
地域協⼒費
その他

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
⼿当計
健康診断費

その他
収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
雑⼊
印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

指定管理料【⽣活⽀援】

令和５年度　「横浜市いずみ野地域ケアプラザ」
収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括等＞

科⽬

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】
指定管理料【チームオレンジ】



令和５年４月１日～令和６年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

3,331,422 3,331,422 5,763,086 5,763,086 6,560,996 6,560,996 0 0

0 0 0 0 0 0 224,220 0 224,220 0 0 0 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0 0

認定調査（市内） 0 0 69,960 69,960 0 0

原案作成委託料（内部） 0 0 102,840 102,840 0 0

原案作成委託料（外部） 0 0 51,420 51,420 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

3,331,422 0 3,331,422 5,763,086 0 5,763,086 6,785,216 0 6,785,216 0 0 0 0 0 0

0 1,816,344 1,816,344 8,531,292 8,531,292 0 0

0 386,463 386,463 1,323,008 1,323,008 0 0

0 12,000 12,000 118,940 118,940 0 0

0 0 0 0 0 0 0

1,728,265 1,728,265 3,243,570 0 3,243,570 1,200,000 0 1,200,000 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 1,200,000 1,200,000 0 0

介護予防プラン委託料 1,728,265 1,728,265 3,243,570 3,243,570 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

1,728,265 0 1,728,265 5,458,377 0 5,458,377 11,173,240 0 11,173,240 0 0 0 0 0 0

1,603,157 0 1,603,157 304,709 0 304,709 -4,388,024 0 -4,388,024 0 0 0 0 0 0

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

介護予防支援へ
寄せる

令和５年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：横浜市いずみ野地域ケアプ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護



横浜市いずみ野地域ケアプラザ　

1 ベビーヨガ＆ママヨガ 平成29年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

親子のふれあいの場を提供する。
地域と親子が出会う居場所となれるように
する。 ３：養育者及

び乳幼児
5

毎月第4木曜日実施。令和４年度は０歳児
対象。親子の対話を大切にしながら、月齢
の状況に合わせたヨガを行う。

2 ベビーマッサージ 令和元年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

親子のふれあいの場。
母親、父親のレスパイト

３：養育者及
び乳幼児

5

毎月第１金曜日に開催。４回を１クールと
して、０歳児の親子の居場所の確保を目
的とする。

3 おはなし会 平成29年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

乳幼児を持つ親の居場所つくり
子どもの情緒の発展

３：養育者及
び乳幼児

5

全11回。毎月第3水曜日。ボランティアの
方が講師を担当。手遊び、絵本、わらべう
たを行う。また、令和5年度からボランティ
アの協力者を増やし、子育て相談タイムも
設けている。

4 １歳児のためのバランス体操 令和5年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

親子のふれあいの場を提供する。
地域と親子が出会う居場所となれるように
する。 ３：養育者及

び乳幼児
5

毎月第4木曜日実施。令和５年度新設。
１歳児対象。動きの活発になる１歳児と親
の心と体の健康を大切にしながら、月齢の
状況に合わせた体操を行う。

5 ストレッチ教室①② 令和2年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

ケアプラザで初めての講座に参加をする
方
ケアプラザの他の事業へ繋げるための入
り口の講座

１：高齢者 5

体に負担の少ないストレッチを中心に運動
を行う。
講師は既にケアプラザで実績のある外部
講師が担当。

6 メンズ体操教室 平成29年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

男性高齢者の方の健康づくり・認知症予
防と居場所つくり

１：高齢者 5

毎月第2月曜日実施。男性と限定すること
で安心して参加できる場を提供。椅子で行
う筋トレ・ストレッチとコグニサイズを実施。
令和5年度は活動を自主運営化にするべく
動いていく。

令和5年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的
開始
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事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他
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１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

7 中国健康体操 令和5年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

40～50歳代を対象とし、健康増進及びケ
アプラザの周知

５：地域 1

お仕事帰りの現役世代にケアプラザに立
ち寄れる機会を作る事、また、ケアプラザ
の機能を知ってもらう事、健康に努めて頂
く事を目的に新設。

8 極飯（きわみめし） 令和2年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

地域の男性の居場所の中で、ケアプラザ
や極み飯のボランティアとの顔の見える関
係づくりと信頼関係の構築を進め、将来的
にボランティア活動のきっかけを作る。参
加者の得意なことを、地域へ繋げることを
目的とする。

５：地域 1

・偶数月、年６回開催。
・短時間で作るレシピを考案。料理教室の
後に、参加者の得意な「美味しいい珈琲の
淹れ方」を実践し、今年度、開催予定の文
化祭等で披露していただく。

9 男飯（おとこめし） 平成29年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

地域の男性が集まりやすく、地域の担い手
として、様々な方とコミュニケーションを取
りやすくなるようにするための事業。 ５：地域 1

令和３年にリニューアルし、少人数の中
で、調理をする。近隣施設「白寿荘」に協
力して頂き、講師に。今年度はより身近
な、思い出の味をテーマに男性参加を促
す。

10 ボランティアステージ 令和3年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

ケアプラザの貸室登録団体の活動の場の
確保。
福祉保健活動の位置づけで、たくさんの人
に団体を知ってもらい、活躍の場を広げる

５：地域 1

たくさんの活動団体が活動場を感染症禍
で失ってしまったので、改めて団体の活動
を、ケアプラザで地域に披露し活動を支援
する。

11 みちくさ塾 平成29年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

仕事帰りの40～50歳代の方を対象にケア
プラザの周知の目的で行う。

５：地域 4

夜間講座。今回は体のリフレッシュ系を考
え、対象世代にアプローチする。
子どもの参加も見込めるものは多世代交
流の場としても計画。

12 歴史講座 令和5年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

男性が参加しやすい、受け入れやすい講
座として、新設。

５：地域 1

令和3年より、おさんぽ塾にて人気の講
座。
令和5年度より、単発の事業として特化。
男性が参加しやすい事業として、年2回実
施予定。
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■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

13 おでかけカフェ 令和2年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

おひとりでは外出が難しい方や、地域の見
守りの目を、お互いに作っていくために、そ
して気軽に声掛けができるようにしていくた
めの居場所事業。

５：地域 1,4

毎月、サロンとして行う。運営の主体は「お
出かけサポーター」。令和5年度は自主事
業だが実質運営は、移行。令和6年度から
は、共催事業としてサポートしながら運営
していく。

14 NEW　スマホ講座 令和5年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

ICT活用を地域の人が、身近に受け入れら
れるようにサポートしていく狙いがあり。主
としては高齢者を対象としていく。 １：高齢者 5

前年度まで、専門学生を主体にマンツーマ
ン対応で行っていたが、その事業が終了
し、新たに地域のボランティア団体に協力
を経て、始まる事業。ICTの活用を広める
事を目的とする。

15 介護者のつどい 平成28年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

介護している方、介護経験者、介護に興味
のある方などが集い、交流会を行う。介護
者同士の交流や情報交換、また専門職か
らの情報提供を通じて、介護者の支援を
行う。

１：高齢者 5

介護者同士がそれぞれ日頃の思いや介
護についての苦労や工夫などを話し、情
報交換をすることで、介護疲労の軽減と交
流の場を提供する。
２か月に１回（奇数月）開催。

16 おげんき塾 令和5年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

介護予防等、様々な健康面に関する周知
を目的とした、自主事業

１：高齢者 5

年に2回講座を行い、その状況に合わせた
講座対象者へ啓発活動を行う。

17
自分の体と向き合う講座
（夏編）

令和2年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

健康づくりと介護予防の推進

５：地域 1

全4回夏に実施。介護予防、ロコモ予防、
口腔ケア、栄養について講話と体験を通し
て、自分の体と生活の仕方を見直してもら
う機会にしてもらう。

18
自分の体と向き合う講座
（冬編）

令和2年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

健康づくりと介護予防の推進

５：地域 1

全4回冬実施予定。介護予防、ロコモ予防
の口腔ケア、栄養について講話と体験を
通して、自分の体と生活の仕方を見直して
もらう機会にしてもらう。
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実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な
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(複数選択
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■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

19
ロコモ予防
腰痛・ひざ痛講座

令和2年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

健康づくりと介護予防の推進

５：地域 1

9月開催予定。
下肢筋力が弱った方に筋力をつける事で
改善が可能であるというメッセージと生活
の中で取り組みが出来るように働き掛け
る。

20
いずみ野カフェ
「デ・アイ」

平成29年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

認知症カフェの開催について後方支援とし
て関わり、認知症の当事者や家族の支援
を行う。 １：高齢者 5

毎月第4日曜日実施。貸室登録団体『いず
み野カフェ「デ・アイ」』と共催。
認知症カフェで介護者や当事者の居場所
や情報を発信する場を提供する。

21
エンディングノート普及啓発講
座 令和2年度

２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

権利擁護…意思決定支援講座

１：高齢者 5

泉区エンディングの説明
相続や介護における今から知っておくこと
準備しておくことを理解する

22 成年後見・遺言講座 令和2年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

権利擁護…意思決定支援講座

５：地域 1

開催時期未定。終活としての成年後見、遺
言講座は人気が高いテーマであり、地域
の関係機関などにも協力を得て講師を依
頼する。

23
チームオレンジ事業
認知症サポーター養成講座

令和4年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

認知症の人と家族への応援者である認知
症サポーターを養成し、認知症になっても
住み続けられる地域づくりに取り組む。 ５：地域 1,4

講座を開催する。地域住民が受講しやす
い時間と曜日を設定する。
対象者は一般の方から、小学生等までの
幅広い層を本年度は考えている。

24
チームオレンジ事業
認知症サポーター
フォローアップ講座

令和4年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

泉区認知症サポーター登録推進事業に参
画した企業向けに、実践編として更に認知
症の理解を深める機会とする。また、認知
症の理解者として地域貢献へのきっかけと
する。

５：地域

企業の方へ認知症ｻﾎﾟｰﾀｰとしてｽﾃｯﾌﾟｱｯ
ﾌﾟを図れるよう支援する。
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１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業
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■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

25
おはなしぽけっと
（元気づくりステーション）

平成30年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

元気づくりステーションとして、成り立って
いる「おはなしぽけっと」の活動だが、団体
が自律的な活動を行う中での、後方支援
を整理していく。

５：地域

月２回定例会あり。シニアクラブや保育園
で令和5年度は披露する予定。
泉区の保健師とCPの保健師が団体と協
力し、完全な自立化を目指す。

26
フレンドハーモニーの和
（若年性認知症当事者会）

令和4年度
７：共催（１と２と
３）

２：発展させるね
らい

65歳未満で発症した若年性認知症の当事
者の会を開催します。若年性認知症の方
が話し合える交流の場です。また別室で、
ご家族は介護経験者のアドバイスを受け
ることができます。

５：地域

令和４年６月より毎月第３日曜日に開催。
関係機関と連携をはかりながら認知症の
人と家族が安心して参加できる居場所とな
るよう、取組みます。令和5年一年かけて
自主活動化へ動き出す予定。

27
チームオレンジ事業
若年性認知症当事者の会
企画会

令和4年度 ６：共催（２と３）
１：優先的に取り
組み

若年性認知症当事者会への準備のため、
関わるスタッフ・ボランティア等への打合せ
のため。また、共通認識を高める場。 ５：地域

R4年度より始まった事業のため、何もかも
手探りの状況の中で、当事者の方が中心
となれるような会を企画するための会。

28 ふらっとカフェ 令和5年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取り
組み

外出先がなく、引きこもりがちな方に向け
て、地域の見守りの目を、お互いに作って
いくために、そして気軽に声掛けができる
ようにしていくための居場所事業。

１：高齢者 5

毎月第1木曜日の午前中に開催。
4月～6月まではプレオープン。7月より本
格的な開催を目指す。基本的には、自由
に来て自由に帰れるオープンな居場所事
業。

29 お出かけサポーター 令和2年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取り
組み

　お一人での外出が難しい高齢者が閉じこ
もりがちになることでの身体機能の低下を
予防し、地域住民同士の顔の見える関係
づくりを提供することで地域での見守り体
制を構築することを目的としている。

５：地域 1

毎月、定例会を開催し、ケアプラザで開催
するサロンや通院の車椅子での外出支援
を実施。定例会では、包括支援センターや
ケアマネジャーへの個別相談事例につい
て話し合い、ボランティア活動へ結んでい
る。
・交流会「お出かけカフェ」の運営・ボラン
ティア調整等
・ボランティア育成に必要な研修や他の活
動団体の見学会を予定している。
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■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

30
お出かけサポーター
企画会

令和2年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

お出かけカフェの企画等を考えるために月
２回程度を行う。
スタッフ交流、学びの場 ５：地域

毎月２回程度を実施。カフェの実質的な準
備をここで済ませ、人員配置等も確認す
る。

31
お出かけサポーター
役員会

令和3年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取り
組み

お出かけサポーターの役員との打ち合わ
せ

５：地域

毎月、不定期に開催
団体の内情を確認しながら進める

32 いずみ野手芸クラブ 令和3年度
３：生活支援体
制整備事業

２：発展させるね
らい

コロナ禍の自粛により、自宅に閉じこもり
がちの高齢者の居場所の必要性から、参
加者が興味のある手芸クラブを昨年度開
始し、２年目を迎え、今後、高齢者の居場
所として発展させる方向で後方支援しま
す。

５：地域 1

月２回の16：00～17：00の比較的、貸室が
空いている時間に設定している。
現在は数名の参加者の都合日で実施。

33 いずみ野手話クラブ 令和3年度
３：生活支援体
制整備事業

２：発展させるね
らい

コロナ禍の自粛により、自宅に閉じこもり
がちの高齢者の居場所の必要性から、参
加者が興味のある手話クラブを昨年度開
始し、２年目を迎え、今後、高齢者の居場
所として発展させる方向で後方支援しま
す。

５：地域 1

月１回の午前の時間に、有志メンバーにて
実施中。集まった人たちが今後地域でも活
躍できることを目指している。
令和5年度はふらっとカフェの運営も手が
ける。

34
いずみ野夏講座
（体操・ボッチャ・絵画講座）

令和5年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

夏休みの子ども居場所づくり
親子の交流の場

４：子ども・青
少年

3,5

夏休み期間中の3回を実施予定
身体を動かす講座を中心に夏休みの
支えになるように
ケアプラザとして支援する

35 小学生の書初め 令和2年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

冬休みの子どもの居場所作り
地域の方との交流

４：子ども・青
少年

3,5

令和２年度より創めた、冬休み宿題救済
企画。子どもたちと地域の方との触れ合い
も含みながらの企画となっている。
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実施
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■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

36
和泉北部地区
子育てネットワーク
公園遊び・お芋ほり企画

令和3年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

①和泉北部子育て支援ネットワークの周
知
②地域の親子の現状把握 ３：養育者及

び乳幼児
4,5

和泉北部地区らしい子育て支援のサポー
トを考える子育て支援ネットワークの活動
に参画し、地域の子育てを豊かにする活
動をしていく。

37
和泉北部連合主催
いずみ野文化祭

令和3年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

和泉北部連合主催のいずみ野文化祭を全
面的に支援する。企画等から参画。地域
の活性化の支援をする。 ５：地域

1，2，3，4，
6，7

和泉北部連合主催の行事がこの数年間、
行われていないため、地域の活動団体が
うまく活動できないことから計画された文
化祭。
10/21（土）を予定している。

38
いずみ野子育てサロン
ぽぽんた

平成28年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

乳幼児とその保護者を対象とした子育て
サロン

３：養育者及
び乳幼児

4,5

毎月第４水曜日に開催。
「いずみ野子育てサロンぽぽんた」と共催
していく。子育て支援ネットワーク連絡会と
も連携し、地域の子育て世代のニーズや
課題を把握していく。

39 すこやか会 平成28年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

地域の高齢者サロン
地域の方が笑顔で楽しく通える場をコンセ
プトに活動 １：高齢者 5

毎月第３木曜日に開催。「サロンいずみ野
すこやか会」と共催していく。地域の高齢
者の見守りを中心に、包括の見守りの方も
来れる場として、継続中。

40 かけはし 令和4年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

団体が運営する主に不登校支援のための
居場所事業。地域の子供たちの未来サ
ポートとしても、事業を支えていく。 ４：子ども・青

少年
3,5

一般社団法人「かけはし」との共催事業。
地域の見守り事業として、支えていく。ま
た、子どもたちの事を大切にしてくれる地
域の人たちと繋げていく。

41 ハーモニーいずみ野 平成28年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

地域住民の居場所つくり。介護予防・健康
増進。ボランティアの活動の場として提供

５：地域 1

毎月第3月曜日実施。令和３年度より歌声
サロンとして自主活動団体となった。ケア
プラザとしては、共催事業として行う。
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■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

42 この指止まれ 令和3年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

ハンディがある方も、居心地がよいサロン
を展開する。
地域の見守り。
障がいがある方でも安心してこれる場作り
の再構築

５：地域 1.2

令和３年度よりいずみ野地域ケアプラザに
拠点を移して、再開。「この指止まれ」と共
催をしていく。包括の見守りの方なども来
れるよう関わっていく。毎月第2水曜日と３
０日に開催。

43
いずみ野わくわくフェスタ
（いずみ野文化祭と共催）

平成29年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

地域の方に、ケアプラザを周知
ボランティアグループや地域団体の
活動の場の提供 ５：地域 1，2，3，4，6

年1回、令和5年度はいずみ野文化祭と共
催。（10/21予定）ケアプラザ祭りとしての、
特色あるものを考慮し、ケアプラザの周知
も行う。介護予防普及のため、健康体操の
講座も実施する。

44 シニアクラブへの出張講座 平成30年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

ケアプラザの周知
介護予防普及啓発
友愛活動として、閉じこもり等情報が届き
にくい方への情報提供してもらう

５：地域 1

シニアクラブの会員対象に、出張講座を行
う。年間の取組目標としては3回～4回程
度。

45 単一自治会への出張講座 平成30年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

ケアプラザの周知
介護予防普及啓発
エリアの状況把握 ５：地域 1

ケアプラザの役割・機能、介護保険、認知
症予防体操、消費者被害防止等に関する
講座を行い、ケアプラザの周知をしていく。
令和5年度は弥生台地区、ひなた山地区
を中心に、支援を検討中

46 シニアクラブへの支援 平成29年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

シニアクラブに定期的に訪問し、地域ケア
プラザの機能等の周知や顔の見える関係
づくり ５：地域 1

シニアクラブ開催日に訪問
地域情報等を共有する。

47 単一自治会への支援 平成29年度
７：共催（１と２と
３）

２：発展させるね
らい

ケアプラザの機能や、包括機能の説明

５：地域 1,2,3,4,6

通年
依頼を受けた場合、都度対応をとる
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■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

48 地域サロン支援 令和元年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

地域のサロンを訪問し、地域ニーズを把握
し、身近な場所でのサロンに参加すること
で、地域住民同士のつながりや必要とする
支援を提供する。また、地域ケアプラザを
もっと身近に感じていただけるように、参加
者の皆様へ周知し、いざという時に相談し
ていただく体制づくりをする。

５：地域 1

地域で開催されているサロン活動に訪問
時に情報提供や、それぞれの地域で必要
としている後方支援を行う。
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